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Overcome 〜 High School Musical 〜
It was difficult to lead everyone as directors of our final GEC presentation, 
but the experiences of this last month was a valuable way to end our last year 
as high school students. This year the preparation period was shorter than 
usual. Also, it was the first year where our presentation was broadcasted to all 
the junior and senior high school students. Because of this, we were worried at 
first about whether we could make an impressive presentation like last year's 
seniors. There were some problems, but after some trial and error we were 
able to pull off a successful presentation by working together with everyone in 
the class and our teachers. We will always cherish the wonderful memory of 
our class coming together as one before graduation. Finally, we would like to 
thank the teachers who helped us prepare until late at 
night and accompanied us to practice, as well as the 
parents and students who came to see us. And lastly, 
thank you to everyone in our class ! 

Momoka Arita &Rinko Kinoshita

八
十
六
回
目
の
創
立
記
念
日

～
ほ
ん
と
う
の
武
庫
川
魂
～

二
月
二
十
五
日
（
火
）
は
、
武

庫
川
学
院
創
立
記
念
日
で
す
。

校
祖
公
江
喜
市
郎
先
生
は
、
理

想
の
女
子
教
育
を
確
立
し
た
い
と

い
う
理
想
に
燃
え
、
現
在
の
武
庫

川
学
院
の
基
礎
と
な
る
武
庫
川
高
等
女
学
校
を
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
文
部
省
（
現
在
の
文
部
科
学
省
）
か
ら
武
庫
川
学
院

の
設
立
と
、
武
庫
川
高
等
女
学
校
設
置
の
認
可
を
受
け
た
の

が
、
昭
和
十
四
年
二
月
二
十
五
日
で
し
た
。
以
来
、
毎
年
こ

の
日
を
創
立
記
念
日
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
年

で
本
校
は
八
十
六
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
こ
で
、
公
江
喜
市
郎
先
生
の
お
言
葉
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

何
事
も
基
礎
が
大
切
で
あ
る
。
一
大
女
子
総
合
学
園
を
誇

る
本
学
院
の
基
礎
は
中
高
に
学
ぶ
皆
さ
ん
に
あ
る
。
つ
ま

り
、
中
高
生
で
あ
る
皆
さ
ん
の
努
力
が
、
健
全
な
武
庫
川
学

院
の
発
展
の
原
動
力
と
な
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
多
く
の

先
輩
た
ち
が
、
不
十
分
な
設
備
の
下
で
、
今
日
の
本
学
院
を

築
く
ひ
た
む
き
な
努
力
を
し
て
き
た
事
実
を
感
謝
の
念
を

持
っ
て
想
い
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
多
く
の

方
々
の
努
力
の
成
果
で
あ
る
こ
の
壮
麗
な
教
育
の
殿
堂
に
、

ほ
ん
と
う
の
武
庫
川
魂
を
入
れ
る
入
魂
の
業
に
精
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
正
し
い
未
来
へ
の
進
展
は
、
つ
ね

に
初
心
に
か
え
っ
て
、
現
在
た
ゆ
み
な
き
か
を
反
省
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
。（『
武
庫
』
第
十
号
）

二
月
二
十
五
日
は
、
校
祖
公
江
喜
市
郎
先
生
が
掲
げ
ら
れ

た
立
学
の
理
想
に
思
い
を
寄
せ
、
歴
史
あ
る
学
院
の
さ
ら
な

る
発
展
を
願
い
、
自
分
を
さ
ら
に
磨
い
て
い
く
こ
と
を
誓
う

日
と
し
ま
し
ょ
う
。

一
年
の
集
大
成
　
探
究
発
表
会

一
月
三
十
一
日
（
金
）、
探
究
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

全
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
探
究
活
動
の
発
表
を
す
る

の
は
、
本
校
に
と
っ
て
初
の
試
み
で
し
た
。
今
回
は
、
保
護

者
等
の
方
々
や
武
庫
川
女
子
大
学
の
教
員
や
職
員
、
外
部
の

教
育
関
係
者
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
の
発
表
を
ご
参
観
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
一
部　

高
三
卒
業
探
究
・
研
究
発
表
会

第
二
部　

高
二
以
下
探
究
・
研
究
発
表
会

第
三
部　

Ｇ
Ｅ
Ｃ
発
表
会

以
下
、
生
徒
の
感
想
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

探
究
発
表
会
を
終
え
て

今
年
度
初
め
て
開
催
さ
れ
た
探
究
発
表

会
で
、「
爪
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

毎
日
遅
く
ま
で
研
究
に
取
り
組
み
、
試
行

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
き
た
の
で
、

発
表
の
場
で
成
果
を
披
露
で
き
た
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

研
究
を
進
め
る
中
で
、
思
う
よ
う
に
デ
ー
タ
が
取
れ
な

か
っ
た
り
、
意
見
の
違
い
か
ら
仲
間
と
衝
突
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、よ
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
強
ま
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
研
究
は
一
人
で
は
な
く
、
仲
間
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
る
も
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
発
表
会
当
日
は
、
多
く
の
方
に
研
究
内
容
を
聞
い

て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
意
見
や
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
他
の
発
表
を
聞
く
中
で
、
新
し
い
視
点
や
考
え

方
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
探
究
発
表
会
は
、
私
た
ち
の
高
校
三
年
間
の
集
大
成

と
し
て
と
て
も
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
生
に
な
っ

て
も
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
主
体
的
に
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
三
年
間
支
え
て
く
れ
た
仲
間
、
そ
し
て
先
生

方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
三
年　

近
藤
美
優
、
豊
永
瑞
希
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人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

 

高
校
三
年
主
任　

大　

﨑　

剛　

史

七
十
七
回
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
二
二
年
四
月
二
日
か
ら
始
ま
っ
た
皆
さ
ん
の
高
校
生
活
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
入
学
式
直
後
、
私
か

ら
皆
さ
ん
へ
高
校
生
活
を
送
る
上
で
心
が
け
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
三
つ
ほ
ど
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
義
務
教
育
で
は
な
い
高
等
教
育
を
受
け
る
自
覚
と
責
任
を
持
つ
こ
と
。

二
つ
目
は
、
自
他
共
に
尊
重
し
支
え
合
い
、
認
め
合
う
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
。

三
つ
目
は
自
分
の
将
来
の
夢
、
進
路
に
向
け
て
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
。

二
〇
二
五
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
の
一
〇
六
三
日
の
高
校
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事
や

日
々
の
学
校
生
活
、
部
活
動
や
課
外
活
動
等
を
通
し
て
、
喜
び
も
悲
し
み
も
悔
し
さ
も
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
ま

し
た
。
こ
の
三
年
間
で
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
学
び
舎
を
巣
立
つ
皆
さ
ん
へ
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
」
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
自
分
が
何
を
大
切
に
思
っ
て
生
き
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
、
つ
ま
り
自
分
の
価
値
観
を
見
つ
め
直

す
こ
と
で
す
。
自
分
の
あ
る
べ
き
姿
や
お
金
や
時
間
の
使
い
方
、
敬
愛
す
る
人
や
も
の
、
喜
び
や
悲
し
み
、
怒
り
の

基
準
、
大
切
な
人
と
の
関
係
性
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
基
準
を
持
つ
こ
と
で
す
。
日
々
の
仕
事
や
勉
強
な
ど
に
追

わ
れ
て
い
る
と
、
つ
い
自
分
の
価
値
観
と
は
違
う
言
動
を
惰
性
的
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
そ
の

場
で
適
切
な
判
断
の
下
で
自
分
の
価
値
観
に
合
う
選
択
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
方
向
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。

二
つ
目
は
、
置
か
れ
て
い
る
場
で
の
人
間
関
係
を
見
直
す
こ
と
。
良
好
な
人
間
関
係
は
自
分
の
心
の
支
え
や
助
け

合
い
に
繫
が
り
ま
す
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
言
葉
遣
い
で
す
。
野
卑
で
傲
慢
な
言
葉
遣
い
よ
り
、
丁
寧
で
謙
虚
な

言
葉
遣
い
は
、
人
間
関
係
を
よ
り
よ
い
方
向
へ
導
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
相
手
に
対
し
て
謙
虚
な
態
度
で
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
で
、
必
ず
人
脈
は
広
が
り
ま
す
。
人
脈
の
広
が
り
は
自
分
と
は
違
う
価
値
観
や
考
え
方
に
触

れ
る
機
会
と
な
り
、
自
ら
の
価
値
観
の
幅
を
広
げ
ま
す
。

三
つ
目
は
、
自
分
が
こ
う
あ
り
た
い
と
い
う
在
る
べ
き
姿
を
思
い
描
く
、
つ
ま
り
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
す
。

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
は
美
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
目
標
が
険
し
け
れ
ば
な
お
、
得
ら
れ
る
達
成
感
は
自
ら

を
成
長
さ
せ
、
人
生
を
豊
か
に
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
へ
入
学
式
直
後
に
お
伝
え
し
た
こ
と
と
結
局
同
じ
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
三
年
前
、

皆
さ
ん
の
豊
か
な
高
校
生
活
を
切
に
願
い
ま
し
た
。
高
校
で
で
き
た
の
で
す
か
ら
、
大
丈
夫
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
で

も
必
ず
で
き
ま
す
。

本
校
で
の
高
校
生
活
を
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
、
皆
さ
ん
が
毎
日
が
幸
せ
で
笑
顔
に
溢
れ
、
よ
り
豊
か
な
人
生
を
送
ら

れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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新
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
て

私
は
今
回
探
究
発
表
会
で
、
四
月
に

行
く
校
外
研
修
の
プ
レ
ゼ
ン
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
表
の
際
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の

方
が
お
り
緊
張
す
る
中
で
し
た
が
、
こ

の
一
年
間
行
っ
て
き
た
探
究
活
動
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
学
年

か
ら
コ
ー
ス
が
変
わ
り
、
探
究
の
内
容

も
変
わ
っ
た
う
え
、
学
年
の
代
表
と
し

て
発
表
す
る
こ
と
は
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
学
ん
で
き
た
こ

と
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
心
配
で
し
た
。
し

か
し
、
先
生
方
に
た
く
さ
ん
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
作
り

上
げ
た
作
品
だ
っ
た
た
め
、
自
信
を
持
っ
て
全
員
が
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
は
な
か
な
か
無

い
の
で
良
い
経
験
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
四
月
か

ら
本
格
的
に
始
ま
る
探
究
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。 

高
校
一
年　

江
本　

明
日
香

み
ん
な
で
読
書
活
動
を
～
中
学
全
校
読
書
会
～

一
月
三
十
日
（
木
）
七
限
目
の
Ｌ
Ｈ

Ｒ
の
時
間
に
、
中
学
全
校
読
書
会
を
行

い
ま
し
た
。

中
学
三
学
年
が
学
年
・
ク
ラ
ス
を
超

え
て
二
十
二
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

図
書
情
報
委
員
さ
ん
が
司
会
・
進
行
を

務
め
、
読
書
会
を
進
め
ま
し
た
。

読
書
会
で
は
本
の
感
想
だ
け
で
な

く
、
各
自
が
疑
問
に
思
っ
た
点
を
共
有
し
た
り
、
自
分
な
り

の
解
釈
を
発
表
し
た
り
と
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
本
校
は
読
書
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

中
学
生
に
と
っ
て
自
分
の
読
み
を
深
め
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

高
校
二
年
生
　
出
張
講
義
を
受
講
し
ま
し
た

二
月
六
日
（
木
）、
高
校
二
年
生
は

武
庫
川
女
子
大
学
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

出
張
講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。
大
学
で

学
び
た
い
学
科
や
興
味
が
あ
る
学
科
に

関
す
る
講
義
を
、二
コ
マ
受
け
ま
し
た
。

高
校
の
授
業
と
は
違
っ
た
内
容
で
、

生
徒
た
ち
は
新
鮮
な
気
持
ち
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
新
た
な
知
識

や
、
物
の
見
方
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

学
ぶ
楽
し
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

将
来
の
進
路
選
択
の
上
で
も
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
部　

第
二
十
一
回
音
楽
会
の
お
知
ら
せ

二
月
二
十
三
日
（
日
）、
コ
ー
ラ
ス
部
音
楽
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
今
年
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
演
奏
し
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
市
立
日
吉
小
学
校
合

唱
団
に
も
出
演
し
て
い
た
だ
き
、
小
中
合
同
で
「
に
じ
の
う

た
（
三
宅
悠
太 

作
曲
）」
を
演

奏
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
公

江
記
念
講
堂
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
：
２
月
23
日
（
日
）

　
　
　

開
場　

13
時
15
分

　
　
　

開
演　

14
時

場
所
：
武
庫
川
学
院
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス　

公
江
記
念
講
堂

曲
目
：
・
今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
曲

　
　
　

・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
１
７
８
９
」
よ
り

　
　
　

・
僕
が
僕
を
見
て
い
る

　
　
　

・ 

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
Ⅰ 

―
女
声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た

め
の
―　

〜
序
・
泣
い
て
い
る
き
み
〜
な
ど

第
七
十
七
回
　
高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

日
時　
　

二
月
二
十
七
日
（
木
）　

午
前
十
時
開
式

場
所　
　

武
庫
川
女
子
大
学
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

公
江
記
念
講
堂

　

在
校
生
・
教
職
員
一
同
、
心
か
ら
卒
業
生
を
祝
福

し
、
送
り
出
し
ま
す
。

☆
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
☆

○
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

・ 

第
52
回
兵
庫
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト　

高
砂
市
文
化

会
館 

じ
ょ
う
と
ん
ば
ホ
ー
ル
（
１
／
18
）

高
等
学
校
の
部　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏　

銀
賞

○
コ
ー
ラ
ス
部

・ 

兵
庫
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５　

神
戸
市
東
灘
区
文
化
セ
ン
タ
ー　

う
は
ら
ホ
ー
ル
（
２
／
２
）

中
学
１
・
２
年
生　

銀
賞

中
学
３
年
生Éclair　

金
賞
・
兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞
（
青

少
年
の
部
１
位
）・
兵
庫
県
知
事
賞
（
全
部
門
総
合
１
位
）

高
校
１
年
生Polaris　

金
賞

高
校
２
年
生m

acaroons　

金
賞

○
書
道
部

・
第
69
回　

毎
日
全
国
学
生
競
書
展　

太
宰
府
天
満
宮
余
香
殿

　
　

福
岡
市
市
長
賞　
　
　
　
　
　

富
田　

紗
矢
（
中
３
）

　
　

長
崎
教
育
委
員
会
賞　
　
　
　

木
村　

友
香
（
高
３
）

　
　

毎
日
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　

陣
田　

彩
花
（
高
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
真
悠
子
（
高
２
）

○
水
泳
部

・ 

２
０
２
４
年
度
第
17
回
兵
庫
県
高
等
学
校
対
抗
冬
季
水
泳
競

技
大
会　

尼
崎
ス
ポ
ー
ツ
の
森
（
12
／
22
）

女
子
総
合　

３
位

４
×
50
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

３
位

　

平
井　

那
歩
（
高
２
）　

皐
月　
　

静
（
高
１
）

　

左
脇　

舞
乙
（
高
２
）　

大
塚　

美
咲
（
高
１
）

４
×
50
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー　

４
位

　

梶
川　

智
沙
（
高
１
）　

平
井　

那
歩
（
高
２
）

　

左
脇　

舞
乙
（
高
２
）　

大
塚　

美
咲
（
高
１
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

２
位　
　
　

左
脇　

舞
乙
（
高
２
）

3　月　行　事　予　定
日 曜 行　事　予　定

1 土 休日

2 日

3 月 期末考査（高２・高１・中３・中２・中１）

4 火 期末考査（高２・高１・中３・中２・中１）

5 水 期末考査（高２・高１・中３・中２・中１） 中３行事予定 高２行事予定

6 木 期末考査（高２・高１・中２・中１） 自宅学習 期末考査

7 金 自宅学習 答案返却・学年集会・除草・得点確認票配布 自宅学習

8 土 答案返却・学年集会・除草・得点確認票配布
R7年度中高グローバル研修参加者説明会 ▼部活動見学会 自宅学習 答案返却・学年集会・除草・得点確認票配布

６・７組（渡航準備・海外研修結団式）

9 日 短期交換留学派遣アルバカーキ校（アメリカ　チャールズ・ライト・アカデミー　～27日）

10 月 自宅学習 登校日 自宅学習

11 火 授業（高１・中２・中１）【午前】 登校日 授業（１組～６組）【午前】 
７組CSコース海外研修（～16日 アメリカ）

12 水 授業（高１・中２・中１）【午前】 登校日 授業（１組～６組）【午前】

13 木 授業（高１・中２・中１）【午前】 HR・大清掃 授業（１組～６組）【午前】

14 金 授業（高１・中２・中１）【午前】
○中学内部進学者入学金納入期間（～21日） 卒業式予行

授業（１組～５組）【午前】
６組（大清掃・HR）

15 土 自宅学習（高１・中２・中１） 卒業式 自宅学習（１組～５組）
６組GEC系海外研修（～31日 カナダ）

16 日

17 月 自宅学習

18 火 自宅学習

19 水 自宅学習

20 木 春分の日 ▼報徳＆武庫女オリジナルイベント

21 金 休暇中の諸注意 ･表彰・大清掃

22 土 休日

23 日

24 月 終業式・離任式

25 火 ▼高校入試２次募集・1.5次追試

26 水 ▼高校入試併願合格者入学手続き（13：00～）

27 木 ▼春の校内安内（～29日）

28 金

29 土 休日

30 日

31 月

Ａ
週

Ａ
週

Ａ
週

Ｂ
週

Ｂ
週

Ｂ
週

100
ｍ
自
由
形　
　
　

３
位　
　
　

左
脇　

舞
乙
（
高
２
）

100
ｍ
平
泳
ぎ　
　
　

２
位　
　
　

皐
月　
　

静
（
高
１
）

○
硬
式
テ
ニ
ス
部

・ 

第
12
回
兵
庫
県
中
学
校
冬
季
テ
ニ
ス
大
会　

団
体
戦　

神
戸

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
１
／
26
）

３
位

○
そ
の
他

木
南　

更
紗
（
高
３
）

・ 

令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

第
74
回
全
国

高
等
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会　

岩
手
県

営
ス
ケ
ー
ト
場
（
１
／
20
〜
23
）

女
子　

1000
ｍ　
　
　

７
位　
　
　

木
南　

更
紗
（
高
３
）

・ 

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会　

高
崎
健
康
福
祉
大
学
伊
香
保
リ
ン
ク
（
１
／
26
〜
29
）

女
子　

1500
ｍ　
　

第
４
位　
　
　

木
南　

更
紗
（
高
３
）

女
子　

3000
ｍ　
　

第
５
位　
　
　

木
南　

更
紗
（
高
３
）

入
試
に
関
す
る
ご
案
内

小
・
中
学
生
対
象　

新
学
年
向
け
部
活
動
見
学
会

・
日
時　

３
月
８
日
（
土
）　

13
時
半
〜
15
時

・
場
所　

本
校

※
部
活
動
に
よ
っ
て
集
合
時
間
・
場
所
が
異
な
り
ま
す
。

※ 

部
活
動
に
よ
っ
て
定
員
数
が
異
な
り
、
実
施
し
な
い
部
活

動
も
あ
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

小
学
生
対
象　

報
徳
＆
武
庫
女
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

〜
生
徒
が
語
る
男
女
別
学
の
魅
力
〜

・
日
時　

３
月
20
日
（
木
・
祝
）

・
学
校
説
明
会　

一
部　

10
時
〜
11
時

　
　
　
　
　
　
　

二
部　

11
時
半
〜
12
時
半

・
個
別
相
談
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

10
時
半
〜
13
時

・ 

内
容　

男
子
校
・
女
子
校
の
魅
力
に
つ
い
て
生
徒
が
語
り

ま
す

・
場
所　

武
庫
川
女
子
大
学
西
宮
北
口
キ
ャ
ン
パ
ス

※ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。高

校
入
試　

２
次
募
集

・
出
願
期
間

（
窓
口
）
令
和
７
年
３
月
18
日
（
火
）
〜
24
日
（
月
）
15
時

（
郵
送
）
令
和
７
年
３
月
18
日
（
火
）
〜
21
日
（
金
）
必
着

・
入
学
考
査
日　

令
和
７
年
３
月
25
日
（
火
）
９
時
集
合

※ 

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は

本
校
事
務
室
、
入
試
相
談
室
ま
で
。

　

℡
（
代
）
０
７
９
８
―
４
７
―
６
４
３
６
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